
本 間 謙

西ア フ リカの コー トジボ ワール国 の首都 ア ビジ

ャン.かつ てはカカオ国際相場 の高騰 で経済 は満

い、ア プ リカのパ リと言われ た この街 は、その後

の内戦 に よ リー時 は戦場 と化 したが、今 は平和 を

取 り戻 し原 色でカ ラフル な民族衣装 をま とったふ

くよか な女性やパ キ ッと lメ た ス~ツ に身 を包 んだ

ビジネ スマ ンが高層 の ビル群 の間 を行 き交 う。 私

はいま、 この国の動物水産資源省 の水産分野 の大

臣顧間 として働 いてい る。明治維新 の頃 、我 が鰯

は欧米人専 F電 家 を省 庁 に招 き入れ、先進 国 のシス

テ ムを取 り入れ なが ら近代化 の道 を急い だ。 そ 1/

て、現在我 が国は国際協力機 関の JICAを 通 じて、

日本人 にかつての欧米人専 F号 家 の役害1を 果 た させ

るべ く、私 をこの国 に派遣 してい る。

私の高校 時代 は少 しやん らゃだった。仲 間 を誘

つて授 業 を さぼ り野球 の 日本 シ リー ズ観 戦 に出か

け、部活 の後は新宿 をふ らつ き、 けんか も した。

学業の記憶 よ りも部活 (水 泳部 )の 印象 が よほ ど強

い。 自身 はイ ンターハイまでには及 ばなか つた も

のの、 キャプテ ンだ った 2年 次 に |ま チー ム として
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出場、東京都 16校 大会 で も 3年 連続準優勝 と

華 々 しか つたcそ の水泳部 OB会 、朝陽水泳会 |ま

歴史 も長 く連 帯 も強い。館 山寮で開かれ る懇親 会

には毎年 ,00名 余 の OBが 参集 す る。 昨年 の年

末 に帰 国 した際 には 91歳 にな る 03を 囲んで 8

0歳 前後 の OBが集 ま る毎年恒倒の規睦会 に も参

カロさせ て もらい、卒業後 60年 以上経 った先輩方

の武勇伝 に耳 を傾 けなが ら、いま も しつか りと残

る上へ の尊敬 、下への思いや りを垣 間見なが ら、

つ くづ くよい クラブに所属 1/た ものだ と感慨深 か

った。

さて、水 に浸か りつばな しだ った高校生活 3年

間 を終 え、 もつ と広いそ して深 い水 を求 めて、琉

球大学 で海 を勉強 した。担任 の先生 は卒業後 の就

職 を考 えて くれ 、東京 の大学へ の進学 を勧 めて く

れ たが、 自分 のや りたい ことを安 定 した将来 のた

めに曲げ る気 に 1ま なれず、助 言を振 り切 り沖縄 ヘ

渡 つた。 卒業後沖縄 の海 か ら離れ られノず沖縄 で漁

師 |こ な つた。漁師業 は充実 していた ものの腰 を落

ち着 けて将来 を展望す るこ とがで きず に、 1年 で

挫 折 した。 しか し、沖縄 、漁 業 とい う私 に とつて

国際協力 を具文イLと の聞い



異文化 での漁師経験 は、 自分 の中に何か しらの火

種 を残 した よ うだ つた。海 に後 ろ髪 を引かれ なが

ら東京 に戻 り、総合 商社 で 6年 弱勤務。 その後縁

あつてベ ンチ ャー企業 に転職 し、や は り 6年 間そ

こで もみ に もまれ た。大手企業 では組織 に守 られ

なが ら自分 の商売 のアイデ ア を実現で きる喜び を

知 り、ベ ンチ ャーでは資金繰 りな どの大 きな リス

クを常 に感 じなが らも、その組織 自体 を創 り上げ

る醍醐 味が あった。

12年 間 を陸で過 ご し海 が恋 しくなつて きた頃、

JICAの 青年海外協力隊の募集 が 日に止 まった。

す でに 35歳 にな っていたが、今 までの経験 を通

じて、がむ しゃ らにやれ ば食 うに困 るこ とはない

とい う自信 の よ うな ものが芽生 えていたため、方

向転換 に躊躇 はな く、貝類 の養殖 を推進す る協力

隊員 としてモ ロッコに赴任 した。 それが人生の大

きなターニ ングポイ ン トにな った。 当時、私 な り

の国際協力観 は、途 上国の人 との繋 が りの中で、

国家発展 のた めに現地 の人 々 と新 しい もの 。こと

を創造 してい くとい うものであ り、ま さしく漁

師 。商社・ ベ ンチ ャー企 業での経験 の応用編 にみ

え、それ が私 を国際協力 の道 にい ざなっ た。 それ

以降、国際協力 の担 い手 として、ベ ナ ン、セネ ガ

ル、 コー トジボ ワール と先 のモ ロ ッコを含 め 4カ

国 に赴任 し、計 14年 間のア フ リカで仕事 を して

い る。 その間、出張でア フ リカ諸国 のお よそ半分

の国々を訪れ た。

私 は現在 、 日本 でい う農水省 の大臣技術顧 間 と

い う立場 にい る。水産分野 の政策 を担 当す る大 臣

へ の助言 を行 うこ とが求 め られ てい るが、具体的

には この国の政策 立案 に加 わった り、政策 を実現

させ るための施策 を企画 し具現化す るお手伝 い を

してい る。例 えば、 この国は魚 の輸入国であるた

め、少 しで も自国生産 を増やす ために養殖 を推進

しようとい う政策があるが、具体的に何をどうす

ればよいか とい う方法論 を持っていなかった。そ

のため、その方法論を省内で話 し合い、その結果

これか ら行 う施策 を決定 してい く。その施策を実

行するために必要な資金や技術が不足 しているの

で、その部分 を 日本 を含 め欧米各国や国際機 関に

協力 を依頼す るのであ る。 その一例 として、実際

に昨年 か ら JICAの 養殖振興 プ ロジェク トが開始

され 、何人 もの 日本人技術者 が この国へ派遣 され、

養殖技術移転 のた めに現場 で現地 のスタ ッフ とと

もに汗 を流 してい る。

一方、なぜ我 が国が、 日本人がほ とん ど知 らな

い よ うな遠 い国で様 々な協力 を してい るか とい え

ば、それ が外交の一つ にな るか らなのであ る。景

気 が悪い と言 つて も世界 を見渡せ ば裕福 な国が、

貧 困国に対 して手 を差 し伸べ ることは国際的 な常

識 であ り、またそれ に よって手を差 し伸べた国が

得 るもの も少 なか らず あ る。外 交上 は もちろん の

こ と、様 々な レベル での人的交流 は世界 を小 さく

して くれ る。 協力 とは英語 で書 けば Cooperation

であ り、共 同のオペー レー シ ョン、す なわ ち両者

で両者 が得 るこ とを行 つてい くことなのであ る。

もちろん現場 ではそん なきれ い ごとだけではす

まない。約束 して も時間 に来 ない、期 限は守れ な

い、給料 の安 い公務員 はモチベー シ ョンが上が ら

ない、 しか しとて も楽天的。生活面では、電話 も

イ ンターネ ッ トもよ く切れ る、停電 あ り断水 あ り、

渋滞 。排気 ガス、治安部 隊の騒乱・・ 海外 、特 に

開発途上国で働 くことは毎 日が聞いなのであ る。

この深 く混沌 とした世界 に身 を置 き、 もが きな

が ら生 き、そ して働 いてい くには、今 までの 自分

の経験 を含 め全 て を動員 しなけれ ばな らない。総

動員 しなが ら何 とか してい く、 自分 はそ こに魅せ

られ るものが あるのか もしれ ない。 たまに 日本 に

戻 る とものの豊富 さ、サー ビスの均一性、予 定調

和 の世界 に一瞬 ほっ とす る。 しか し何か物足 りな

さを感 じて しま う今 日この頃である。

国際化 と言 われ て久 しいが、 日本 はます ます ガ

ラパ ゴス化 してい るよ うに見 える。その中にい る

と心地 よくて も外 の世界 は見 えませ ん よ。 ど うぞ

思い切 つて外 に出て異文化 と闘 つてみて くだ さい。

がむ しゃ らにやれ ば道 は開 けます。 そ して必ず新

しい もの、新 しい世界 がみ えて くるはずです。

(朝 陽同窓会の ご協力 を得て 「先輩か らの言葉」 を

掲載 しています。)
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